
（自然増の確保・社会減の抑制）

目標値達成に向けての取り組み

1

事業名 ファミリー・サポート・センター事業

取り組み 地域における育児の相互援助活動を推進する

内
容

ひとり親等への利用料補助を行う。

改
善
点

更なる事業の広報を展開し、市民への事業内容の周知を行う。

2

事業名

取り組み

（社会増の確保） （社会減の抑制）

2014年度

2020年3月末

人口ビジョンにおける目指すべき将来の方向

安心して結婚・出産、子育
てできるまちに

1
人々が集まり、住みたくな
るまちに

2
長く住み続けられる住みよ
いまちに

3

指標 ファミリー・サポート・センター登録会員の活動件数

現況値

目標値

浦添市まち・ひと・しごと創生総合戦略 進捗管理シート

担当課

戦略1　多くの住民の就業に向けた各種課題の解決、働きやすい社会の実現を目指す

（1）-3　育児・介護サービスの充実

3624内線福祉部　保育課

戦略

2015年度 5446回

4,080回

4,029回

内
容

改
善
点

3

事業名

取り組み

内
容

改
善
点



Ａ： Ｄ：

Ｂ： Ｅ：

Ｃ： Ｆ：

所見（コメント）

・指標の「ファミリー・サポート・センター登録会員の活動件数」について、2015年度の実績は前年
度より大幅に増加しています。順調に推移しています。
・今後は「浦添市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会」の委員意見であったとおり「満足度の把
握（特に頻繁に預けていない人（会員・非会員）の声を聴く等）」に努めてください。

目標値達成に向け、他課（庁内）や他団体（庁外）との連携を意識したか。（平成27年度）

・市民への事業広報として、こども健康課（乳児検診、新生児訪問等）、教育委員会（幼稚園等）の
未就学児家庭へのリーフレット配布等を協力依頼している。
・児童家庭課と連携し、困難家庭への事業案内を行い、必要な家庭が利用しやすい利用料補助等を実
施している。

目標値達成に向け、情報収集・分析を意識したか。（平成27年度）。

沖縄県ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ連絡協議会に加盟し、他市町村の動向や運営情報を共有することで支援方法の
検討や対策を図った。

目標値達成に向け、市民意見の反映を意識したか。（平成27年度）。

・平成２６年度より開始したひとり親等家庭への利用料補助を、平成２７年度は連携課との情報交換
を密にすることで、必要とする家庭が金銭面での躊躇いを持たず利用しやすいよう充実に努めた。

目標値に向けての進捗状況（平成27年度の実績に対する担当課の自己評価）

順調に進行している。 進行しているとはいえない。

概ね進行している。 後退している。

一部進行している。 その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

進捗状況説明

活動件数は若干の変動はあるが、安定して目標値を達成している。ひとり親等家庭への支援も徐々に
利用が伸びており、各課との連携の中で必要な保護者への支援に繋がっている。

目
標
値
達
成
に
向
け
て
今
後
の
展
開

解決すべき課題・改善すべき点

・事業の周知を行ってきたが、未だ利用方法や対象市民への理解に至らず、利用に繋がらな
かった事例もある。すべての市民への周知に繋がる広報活動の継続が必要である。
・活動件数と共に会員数（おねがい会員）も増加してきたが、支援をする側の会員（まかせ
て・どっちも会員）の数は増加の傾向がみられない。潤沢な活動の為にも支援をする側の育成
が重要である。

今後の取り組み

・事業の周知を図る為の広報を更に行い、利用者と共に支援者の発掘・育成を強化していく。
・関係部署との連携を密にし、支援を必要とする市民へ事業活用の更なる拡充に努める。


